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① 香美市人口の推移

④ 集落の産業に
　 後継者はいるか

⑤ 移住者を地域で
　 受け入れたいか

⑥ 移住希望者
　 年代別割合

③ 香美市への移住相談実績

② 香美市転入・転出世帯数

データで見る香美市の移住定住

①国勢調査より抜粋。人口は着実
に減少しており、特に物部町の減
少傾向が強い②ただ、転入と転出
の世帯数を比較すると、転入世帯
数の方が多い③香美市集計による
④⑤平成２３年香美市集落調査よ
り抜粋⑥平成２５年度移住相談会
（県集計）。都市部の移住相談会
には若い子育て世代の参加が多い
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　平成２６年７月～１１月に、香美市が商工

会に委託して実施した定住促進への地域整

備に関する調査結果の一部です。

　無作為に選んだ７，９９２世帯に調査票を

発送し、２，３２５件（回収率２９．０９％）の

回答をいただきました。

また、アンケート調査を補う

ため、ヒアリング調査も行

いました。

　貴重なご意見ありが

とうございました。今

後の移住定住、地域活

性化につなげていきた

いと思います。
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香美市の治安は？
安心　８０．０％

不安　　７．９％

その他１２．１％　

市民が期待するまちづくりは？
　医療・福祉の充実　　　　２３．６%

　災害に強く、安心安全　　１９．７%

　利便性が高く快適　　　　１５．４%

　商工業が活発で豊か　　　１３．４%

　人と人とのつながり　　　     　７．３%

　安心の子育て環境　　　　   ７．３%

空き店舗をどう生かす？
　チャレンジショップ　               ２５．１％

　新規開業希望者による開業　      ２１．２％

　移住定住希望者の共同使用住宅　１２．５％

　週末のみ開店など単発の店舗　   １１．２％

　休憩施設　                               １０．８％

医療福祉の安心は？
　安心　   ６５．０％

　不安　   ２２．４％

　その他　１２．６％　
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中
山
間
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

若
者
の
流
出
に
よ
り
、
集
落
人
口
の
減

少
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
集
落
の
人
口
が
減
り
、
若

者
が
い
な
く
な
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
地
域
の
農
地
や
道
路
、
山
林
な
ど

が
管
理
で
き
な
く
な
り
、
香
美
市
の
魅

力
で
あ
る
は
ず
の
豊
か
な
里
山
が
失
わ

れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
土
地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

行
事
や
風
習
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
集
落
を
維
持
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て

い
く
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に
は
、
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域
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守
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担
い
手

が
必
要
な
の
で
す
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一
方
で
、
都
市
部
で
は
、
都
会
に
な

い
環
境
や
田
舎
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
る

人
、
都
会
に
出
て
故
郷
の
良
さ
を
再
認

識
し
た
人
な
ど
、
移
住
先
を
探
し
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。

　

実
際
に
、
都
市
部
で
の
移
住
相
談
会

に
は
、
多
く
の
若
い
子
育
て
世
代
が
相

談
に
訪
れ
ま
す
し
、
香
美
市
へ
の
移
住

相
談
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
を
求
め
る
地
域
と
、
移
住
希

望
者
を
結
び
合
わ
せ
、
幸
せ
な
移
住
定

住
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地

域
に
も
明
る
い
光
が
差
し
込
ん
で
く
る

は
ず
で
す
。


